 議 題 ２ 
令和４年度事業実施計画について（案）
１　事業概要
寺泊水族博物館は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、昨年度と同様に館内の消毒・換気やアルコール消毒液の設置等、感染予防対策を徹底しながら、運営を行う。
令和４年度は例年並みの事業を計画しているが、熱中！感動！夢づくり教育推進事業、体験展示・普及活動・職場体験・博物館実習生等の受入は新型コロナウイルスの感染状況を考慮しながら実施を判断する。
２　新型コロナウイルス感染予防対策
　　・手指消毒用アルコールの設置
　　　入口をはじめ各階にそれぞれ設置する。
　　・館内の消毒
　　　アルコールや次亜塩素酸水（有効塩素濃度80ppm）を使用し、トイレの扉、ドアノブ、便座、蛇口、手すり、エレベーターのボタン等の消毒を実施する（１日３回）。
　　・換気
　　　１階から４階の出入り口、非常口、排煙窓等13か所を適宜開放する。
　　・密集を避けるため、ダイバーの餌づけショー、テッポウウオの射撃ショーは平日のみ実施する。ショー及びイベントなどは新型コロナウイルスの感染状況を考慮しながら実施を判断する。
　　・職員の感染症予防対策
　　　マスクの着用、こまめな手洗い、飼育室等の消毒、掃除の徹底を図る。
　　・来館者に対し、感染予防のための協力のお願い掲示板を設置（入口）
　　・繁忙期における混雑（密集）回避対策
　　　夏季等の繁忙期における館内の混雑（密集）を避けるため、状況に応じて駐車場を一部閉鎖する。また、リニューアルしたホームページでは館内の現在の入館者数を表示し、混雑状況を知らせ、入館者の分散を促す。
３　誘客宣伝事業
　　・特別展示や新しい展示、催し等の都度、マスメディアへ向けた情報発信、情報提供を積極的に行い、話題あふれる活動、事業を展開する。
　　・これまでリピーター増加対策として実施し、年々利用実績が増加している「観覧料割引券付きレシートによる割引」を令和４年度も引き続き実施する。レシート割引と併せてスタンプカードも継続し、リピーター増加対策を強化する。入館スタンプを集めるともらえる記念品や餌やり体験などの特典の充実を図り、リピーターの確保に努める。
　　・冬期間の「中学生以下観覧料無料キャンペーン」を継続して実施する。（令和５年１月７日～２月28日）
４　活動事業

（1） 熱中！感動！夢づくり教育推進事業
1 「親子わくわく魚ランド」の実施
　　　　水族博物館の舞台裏の見学やミズダコやピラニアなどの飼育生物の餌作り、餌やり体験をとおして、水族館の仕組みや水生生物の行動などを観察する。
・夏　季：令和４年７月26日～８月23日までの毎週火曜日　（５回）
・秋　季：令和４年９月４日～11月27日までの日曜日　（７回）
2 「移動水族博物館」の実施
　　　　生生物の飼育体験をとおし、生物の生態等を観察することで、生物に対する興味や接し方、観察力の育成を図ることを目的に実施する。
　　　　年間２校（春季、秋季に１校ずつ）の市内小学校での実施予定。
（2） 体験展示・企画展の開催
1  体験展示
タイトル：魚のお医者さん・ガラルファ(ドクターフィッシュ）で足湯体験
　期　　間：令和４年７月２日(土)～９月25日(日)

内　　容：　多くの方に話題を提供し、水生生物に対する興味や関心を深め、水生生物との触れあいを目的に、水槽に手を入れると皮ふの角質を食べてくれる魚・ガラルファにスポットを当て、水深の浅い大型水槽で足湯をするとガラルファが吸い付いて、肌をきれいにしてくれる体験型の特別展示を実施する。体験をとおしてガラルファの生態の不思議さに関心を深めてもらう。昨年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止したが、本年度は実施する予定。
　　　　　・展示魚類：ガラルファ800尾

場　　所：２階タッチプール
2  企画展
・タイトル：「本当に知っている？外来生物の話（仮）」
期　　間：令和４年８月6日（土）～9月30日（金）（予定）
内　　容：　近年、一般市民の間でも「外来種」という単語の認知度が高まる一方で、具体的な外来生物との向き合い方は正しく理解されていません。さらに、現在身近な生き物の代表であるアメリカザリガニ、アカミミガメの取り扱いに関する新たな規制が検討される中（環境省）、一人一人がより一層正しい知識を把握することが求められている。
　　　　　　本企画展では、身近な外来生物とその問題点を紹介しながら、ペットを含めた生き物との付き合い方について考え、理解を深めてもらえるような内容とする。
場　　所：１階回遊水槽前
展示物：説明パネル、アメリカザリガニ、ウシガエル、ホテイアオイなどの外来種　
・クリスマスや正月など季節、行事にあった企画展示を行い、情報発信に努める。　
（3） 普及活動・催しの実施
1  水生生物探索会
　　　　　　　　　　  長岡市の自然環境の中で生息している水生生物の探索体験や水辺の環境観察などをとおして、親子に水生生物、自然環境への関心、理解を深めてもらう。
　　　　　　　　　 　・タツノオトシゴを探そう！日本海体験

令和４年７月24日(日)・31日(日)・８月７日(日)・21日(日)
　　　　　　　　　 　・ビーチコーミング・日本海体験

令和４年10月23日(日)、11月６日(日)・27日(日)
計７回実施予定（本年度は募集人数を縮小して実施予定）
2  動物ふれあい教室
・サメにどきどきタッチ(ガイドツアー)
　　   　水族博物館で飼育している小型のサメに触れてもらい、サメ肌の体験などをとおしてサメの繁殖、生態についてわかりやすく解説する。

　　 　令和４年４月16日（土）～６月19日（日）までの毎週土・日及び祝日（25回実施予定）
　　 ・ケヅメリクガメと遊ぼう
水族博物館の屋外で体重20kg、甲長60cmのケヅメリクガメにクローバーなどの給餌体験やカメについてのクイズに挑戦してもらい、ウミガメ、リクガメ、淡水性のカメについてわかりやすく解説する。
　　 　令和４年７月９日（土）～９月25日（日）までの毎週土・日及び祝日（28回実施予定）
3  ダイバーによる餌付けショー
　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間、平日のみ実施。
餌付けショ－については観覧者にさらに喜んでもらえるように、餌のやり方を変えてみるなど、観覧者の反応を見ながらショーの内容が魅力的となるよう努める。また、クリスマスシーズンには恒例のサンタダイバーを実施する。
4 スポット解説
　　　　積極的に係員が来館者に声かけを行い、希望者に飼育生物の解説を10分程度行う。
5 出張展示・講話の協力

各支所の産業祭り等や保育園、小学校の依頼により、タッチプール、リクガメ等の出張展示や水生生物の講話に協力する。　　　
6 大人限定水族博物館バックヤードツアー
大人を対象にした水族博物館バックヤードツアーで、水族館の仕組みや活動を紹介したり、水生生物の生態、日本海の生物、環境問題等を解説と体験をとおして、長岡の自然や生物についての理解や興味を深めてもらうことを目的として実施する。

　　　  令和４年４月から毎月第三日曜日（８月を除く、11回実施予定）
（４）調査研究活動

　　・モリアオガエル生息調査（長岡市内　６月）

・ホトケドジョウ生息調査（長岡市内　７月）
　　・淡水生物生息調査（寺泊年友地域　７月）

　　・漂着生物調査（寺泊の各海岸　周年）

（５）職場体験・総合学習等の受入れ

　　　申し出により、逐次対応する。
（６）博物館実習生・学外実習生の受入れ
　　　申し出により、逐次対応する。
（７）裏方探検及び魚に関する相談

　　　申し出により、逐次対応する。。
（８）水族博物館の新しい取り組み
　　① 水族博物館オリジナルグッズの製作と頒布（継続）
　　　　現在３階にある売店（西山製菓）の開店日数は約150日と1年の半分ほどしかなく、来館者からオリジナルグッズ販売の希望が寄せられているため、水族博物館の新しい魅力の創出、歳入確保の観点から、新設する券売窓口にオリジナルグッズの展示と販売を令和３年度から始め、令和４年度はステッカー、メモ帳などの新しいグッズを増やす予定である。
　　② スタンプカードの導入（継続）
　　　　リピーターの獲得策として、レシート割引に加え、スタンプカードを導入し、リピーターの確保に努める。

　　③ 水族博物館ホームページの活用
　　　　令和３年度にホームページをリニューアルし、令和４年３月に運用を開始する。スマートフォンや多言語への対応とともにコロナウイルス感染症を想定した「新しい生活様式」にも対応する。イベントや話題の発信、館内の混雑状況の配信など、ホームページを活用し魅力ある情報を発信する。また、SNSも併せて活用し、情報発信に努める。
　　④　学校教員向け水族博物館活用講座の開催
　　　　学校側が水族博物館の活用法を知る機会を増やし、学校からの利用を維持・促進していくことを目的に、教員向けの「水族博物館活用講座」を開催する。内容としてはスライドを用いた水族博物館の学校授業での活用事例や体験学習の紹介。また、「水族博物館活用講座」を開発するにあたり、学校向けリーフレットの作成や授業で活用できる教材の開発も進める。
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